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数性をもたせ， stigmatic な像を得る見込みもついているが， 工作上に難点があるために容易に実現に至
らないこと，著者は工作の容易な傾斜平面磁極と球殻コンデンサーを直列につなぎ立体収敏性のよい大き
な質量分散をもった二重収数型質量分析計の開発を試みたと述べている。 すなわち最初に一次の二重収数
を計算し，磁界境界に僅かな曲率をもたせることによってこの条件を満足するものが得られること， つぎ
に荷電粒子をMk界に垂直に入射させ，磁極面の交線上に結像させる型について計算して一次の二重収数条
件を満足する結果に到達し，球殻コンデンサーおよび磁極を小さくすることに成功したと述べている。 こ
れら二つの型の質量分析計のうち前者はイオン源とコレクターの接近したもの， 後者は離れているもので
ある。いずれも質量分散が良好で場所をとらないものである口前者の方が小型になるが， 時として工作上
に多少の困難を伴なうことが予想されると述べている。
総括には以上の結果を要約して述べてある。
軟X線によって放出される光電子のエネルギー測定は強い線源が得難い上~[)t電子の数も少なく速度も
遅いので測定の非常に困難なものである。著者は電子の速度分析に適した傾斜平田磁極をもっ速度分析計
の開発を進め，光電子の速度分析を行なうことに成功して光電子のエネノレギーの最大は特性 X線のエネノレ
ギーに相当すること，線源から出る軟X線は表面状態に関係すること大であること， および軟X線のエネ
ノレギーに無関係な低エネルギーの電子が多数放出されることなどを明らかにしたの
また乙れを質量分析計に応用するために必要な理論的研究を完成し， これと球殻コンデンサーとの組合
せにより従来提案されていたものよりも質量分散，立体収数性がよく， 工作の容易な新らしい型の工業上
有用な質量分析計と期待されるものの製作に必要な設計法を確立した口 これらの結果は工学上極めて有意
義なものである。よって本論文ば博士論文として価値あるものと認める。
